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あたたかい社会を目指して
京都府　福知山市立桃映中学校　２年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よこやま),横山)　あいり
犯罪や非行のない明るい社会は、誰もが思い描く理想の社会です。だから、世界中には様々なルールがあり、それを破った人には、それなりの罰が与えられるのだと私は思います。
　ところで、私たちはふだん、犯罪や非行にあわれた被害者の方には、とても同情的に考えていると思います。しかし、反対に加害者の方に対しては、どのような考えを持ち、めぐらせているのでしょうか。私は、犯罪や非行というのは、それをやった本人だけではなく、そのことに気付いてあげることができなかった周りの人たちにも多少の責任があるのではないか、と考えています。また、私は犯罪や非行というのは、この現状で、世界中に張りめぐらされている、ネットワークのように、たくさんの人々が関わり合い、連なって引き起こしている、『連鎖』のようなものだと思っています。だから一人が犯罪や非行の道に走ると、それは連鎖のようにぐるぐると回って行き、悪循環になるのではないでしょうか。また、一人が犯罪や非行の道から抜けると、同じようになり、好循環になるのではないでしょうか。
　このように、社会のルールを破ってしまった人について一人一人が意識を持ち、考えることは、社会から、犯罪や非行を失くすことと同じくらい大切なことだと私は思います。私がこのように考え始めたのは、新聞に載っていた、身近にあった犯罪の記事を読んだことがきっかけでした。
　昨年、福知山をおそった八月ごう雨の後のことです。被災された方たちの家や庭などの片付けを手伝うボランティアのふりをして、お金などを盗んだ人たちがいたそうです。「あの状況でお金を盗む人たちがいるなんて・・・。」と、言葉を失いました。私も、家族とともにボランティアに参加し、被災された方たちのお手伝いをしましたが、私のような子どもに対しても、何度も、
　「ありがとうございます。」
と、丁寧に言ってくださったことを、今でも鮮明に覚えています。家や車もしん水し、心身ともに疲れ切っておられるのに、感謝の気持ちを忘れない態度に感動し、頭が下がる思いでした。そんな中で、人が人を信頼する気持ちを利用し、罪を犯すなんて、とても卑れつなことだと思いました。私は、「絶対に許せない。」と思いました。
　でも、この事件について家族で話し合っているうちに、「罪を犯してしまった人は、人を思いやったり、人から思いやられたりする機会が、あまりなかったのではないか。」と考えるようになってきました。それと同時に、「この人たちは罪を犯したことによって、人から信頼されるということを、失ってしまったんだろうな。」と思いました。それは、一人の人の人生として、あまりにもかわいそうなさびしいものだと思います。
　全ての事件をひとくくりにして考えることはできませんが、自分の気持ちや欲求をおさえることができずに、人を思いやることを忘れてしまうことが、犯罪や非行がなくならない社会をつくっている原因の一つのように感じます。
　また、加害者の方に対する周囲の人たちのこれまでや、その後の接し方、加害者の方の気持ちに気付いてあげることができなかったりすること、加害者の方が非行や犯罪に手を染め始めたころに周囲の誰かが気付き、「それは間ちがっていることだよ。」と、優しく教えてあげることができなかったということもまた、原因の一つではないでしょうか。
　たとえ、罪を償ったとしても、その罪自体が、もともとなかったことのように消えるわけではありません。しかし、しっかりと罪を償い、自分のやったことを心から反省し、まだ残っている人生を、新しく再スタートさせ、真面目にやり直し、生き抜いていこうとしている人は、たくさんいると思います。
　そういう人たちを認め、あたたかく受け入れることをできる人たちがたくさんいるということ、「もう一度、真面目に人生をやり直そう。」と思っている人たちに、「やり直しをしてよかった。」と思ってもらえることが、これからの、社会を明るくすることにつながっていくと、私は思います。そして、そういうような、みんなが暮らしやすい明るい社会がつくられ、「ずっと、このままの社会であってほしい。」と、みんなが願うような社会がつくられたらいいなあと、私自身も願っています。
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